
一般財団法人　戸田みらい基金 （第1回建設に関する教育振興に係る助成事業）

＜活動報告書＞ ＜活動状況写真＞

【写真1】

【写真2】

【写真3】

（状況説明）
研究発表の風景
　九州地区、福岡県内のアン
ケート調査調査から土木の課題
を考えました。中国地区は生徒
数減少に伴い再編整備が進めら
れ環境システム科環境土木コー
スの取り組みを紹介された。近
畿地区は、建設現場で利用され
ているドローンを用いた最新の
写真測量の実践を通して現在学
校で行われている測量を発表さ
れた。四国地区は、２校再編統
合して都市環境システム科が土
木の知識・技術と建築の内容を
学ぶことを発表された。

④活動期間 令和元年　　８　月　６日　～　　　　　　令和元年　　８　月　７日

⑤活動内容
を記載

③申請テーマ 西日本高等学校土木教育研究会・福岡大会

１日目
西土研・幹事会
受付
開会行事
総会
講話  国土交通省　清水将之様
　　 建設業基金　佐々木基様
研究協議・研究発表
　　　　福岡県立八幡工業高等学校　鋲賀一博
　　　　山口県立徳山商工高等学校　松井幸司
　　　　奈良県立御所実業高等学校　坂下芳行
　　　　徳島県立阿南光高等学校　河野竜一
指導助言　指導主事　平形隆弘様
教育懇談会
２日目
新技術紹介　企業・専門学校より展示
講演（Ⅰ）　文科省　持田雄一様
講演（Ⅱ）　九州大学　三谷泰浩様
閉会行事
現場見学会　福岡都市高速６号線工事現場

（状況説明）
講演の風景
　平成２９年７月九州北部豪雨
で東峰村は甚大な被害を受け
た。東峰村は行政、住民、専門
家の三者で精度の高い防災マッ
プを作成した。このことで行政
区内の災害に対する知識や認識
が向上し、災害について自ら考
えることが命を救う意識が芽生
えた。災害情報収集と防災業支
援システムを導入し、災害発生
時に河川の氾濫や道路損壊など
情報をスマホなどから写真・文
字で送信すると村の災害本部と
スマホを持つ全村民に共有され
避難行動につなげることができ
ると力説された。

⑥活動費用合計 3,007,600 円

⑧別紙説明資料
の有無

なし
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（状況説明）
開会行事の風景
　今回、台風の影響が心配され
ましたが、総会・研究協議会
133名、教育懇談会112名が
参加していただきました。今回
59回目を迎え、高校の教師の
みではなく、建設関連の企業の
協賛、ご協力をいただき、文部
科学省、国土交通省、土木学
会、建設業振興会からご講演を
いただき、研修の大きな糧を頂
き発展してきました。

②担当者
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